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We have reported the selective construction of a decanuclear zinc-oxo cluster upon 
complexation of 1,8,13-tricarboxytriptycene with zinc acetate dihydrate.1 In this work, we 
investigated the complexation of 1,8,13-tricarboxytriptycene or 1,8-dicarboxytriptycene with 
cobalt nitrate hexahydrate. In both cases, we successfully obtained single-crystalline giant 
cobalt-oxo clusters ligated with rigid triptycene-based multi-dentate ligands (Co8 and Co16). 
Here we will report the synthesis, characterization, and properties of the cobalt oxo clusters. 
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分子性金属酸化物クラスターは、量子性の顕在化によってバルクとは異なる光電子、

磁性、酸化還元特性などを発現することが知られている。最近我々は、1,8,13-トリカ

ルボキシトリプチセンと酢酸亜鉛の錯形成により、四面体状 10 核亜鉛酸化物クラス

ターが段階的かつ選択的に形成されることを報告している 1)。今回、スピンを高密度

に集積化した分子性金属酸化物クラスターの構築を目的に、1,8,13-トリカルボキシト

リプチセン三座配位子、および、1,8-ジカルボキシトリプチセン二座配位子と硝酸コ

バルト六水和物の錯形成を検討した。その結果、どちらの配位子を用いた場合におい

ても、巨大なコバルト酸化物クラスターが形成されることを見いだした。本発表では、

新規コバルト酸化物クラスターの合成、構造、およびその性質について報告する。 
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